









Is Art History Globalizable? : A Critical




































































































究者として︑異なる価値観に律された異文化に︑部分的にせよ順応した東洋学者たちは︑西側世界の学術界にあって 専門家集団としては︑いささか周辺的な存在に留まる︒かれらの学術への専心や忠誠︑謙虚さや慎みや高潔さが︑学者 世界において一目置かれるこ もしばしば はいえ︑ルネ・グルッセのよう 例外別にす ば
（
12）︑かれらが保護された専門領域から外へと足を踏み出







































































istoire de l’art du Japon
は一九〇〇年の
パリ万国博覧会 おりに編纂された︒それ以前には例えば一八七八年のパリ万国博覧会の折︑日本趣味の最盛期に︑欧州側の愛好者たちの需要に応ずるべく︑日本の陶磁器 産地と名称についての基礎的な解説冊子が刊行されたに過ぎない︒い までもなく︑ 「工芸」
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念が︑Ｅ・Ｂ・ハベル︑Ａ・クーマラスワーミあ はシ タ ・ニヴェディタといった人々を中心にして提唱され︑これが新たな国民主義的「インド美術史」構想の核をなすこととなった
（
20）︒かれ
























合っている︒ボストンの社交界にあって︑イザベル・スチュワート・ガードナーのお気に入り もあった岡倉は︑ボスト 美術館の東洋美術部門の蒐集展示 も貢献をなし そこには東洋文明の遺産の精髄を︑美術を通じて西洋 公衆に示し︑もって東洋美術史に世界普遍の認知をもたらそうとする強固 意思が見受けられる
（
23）︒東洋美術は西洋の片割れにとって不可欠の半身とならねば






















































かろう︒だがそれは︑日本において美術史学が官立の学統として制度的統制を受けるなかで︑抑圧され いった︒とはいえ精神分析流にいえば︑抑圧されたものは︑いやおうなく回帰する︒その回帰した亡霊は︑学統の全球化にいかなる生得的 障害物 立ちはだかったかを暴露する 東京帝国大学に美術史の講座が設けられたのは一九一六年︑瀧精一がその初代の椅子に座った︒京都︑九州︑東北などいくつかの帝国大学がそれに後続した
（そこには





























































































どがあったはずだ 本誌が主た 対象 もっぱ 日本美術に限定してゆくのに対して︑矢代は一九三二年に﹃美術 ﹄を発刊する︒ここでは東洋美術も視野に収められた︒こ らはともに今日にいたるまで︑日本における基本的な美術史の学術誌の地位を保って そればかりか︑ ﹃國華﹄ 今では存続し続けている世
界最古の美術研究誌に昇格した︒　
このように︑創刊の時点にあってはきわめて先見の明に満ちて




















訳され︑一九七〇年代には構造主義が日本の思想界でも大流行をみた︒だがここで動員されたような批判的道具立ては︑ことアカデミックな美術史研究の学術誌には導入されずに終わっ ︑といって過言で い︒西欧 流行をみ ︑美術や芸術の社会的機能に関する芸術社会学的議論や制度論も︑一部で八〇年代に取り上げられたものの︑美術史の学術誌の投稿論文 反映されることはなかった
（
35）︒日本美術や東洋美術を専攻する日本の学界の流儀から
みれば︑そうし 問題意識そのも 学統にとっては不適切看做さ た︒よ やく一九九〇年代を迎えて︑こうした学界の保守性に風穴を開けたのは︑フェミニズムでありジェンダー研究の功績だった
（
36）︒ただこれまた︑リーズ大学あるいは北米のフェミニ





































学は五二六校︑短大は四六三と︑二〇〇三年段階で合わせて九八九校にのぼったが︑そのうち主要ないくつかには美術史の講座が存在する︒だが多くの国公立大学では︑美術史教育 教育学部の教員養成カリキュラムに従属的に位置づけられている︒これらの教育再生装置がどのような条件でど 地域に配置され︑どの学閥組織に連なっているか︑学界市場 力関係を注意深く点検する必要があるだろう︒いうまでもなく西側世界の学術機関にあっては西洋美術史が主要 場所を占め その傍らで「アジア・アフリカ言語文化」といった名称の周辺的な学科に︑東洋美術史関係の科目が︑状況に応じて不安定 状態で付随している︒それが日本においてどのような形状をとるかにつ ては︑以下 三つ 要因を考慮に れる必要が生じてく ︒　
まず︑西洋︑東洋そして日本の美術史という三本建てが︑日本
の美術史学に関する学術の基本的 骨格 なす︒ここで う東洋美術史は︑インド美術史と中国美術史 分けられよう︒前者は実際にはそ ほとんどが仏教美術史であり︑後者には韓国・朝鮮の
























































部学生に理解可能な水準の日本語だったかどうか ︑はなはだ疑問である︒北米に存在するような「必読文献」の指定 日本の大学教程にはなかったも の︑上位大学の在籍生 ちは︑活躍が喧伝される西欧の人気学者の著作への強い渇望感を抱いていた︒美術史に限定せずやや視野を拡げ︑若干 名前を注に挙げるにとどめるが︑一九六〇年代末には︑人文学 学生たちは︑ れら多くの著作を必読の文献と心得ていた
（
45）︒アメリカの同時代美術批評に
関心を寄せ 読者 は︑クレメント・グリーンバーグ︑ハロルド・ローゼンバーグ︑マイケル・フリード どはお馴染みの名前であり︑哲学者ならネルソン・グッドマンなども射程にはいっていた
（
46）︒
























が誕生したが︑そこにはジャック・ラカン︑ロラン・バルト クロード・レヴィ=ストロース︑ミ シェル・フーコーの通称「構造主義四天王」をはじめ︑リオタール︑クリステヴァ︑ブルデュジジェックなどの有名人 次々と招かれた︒駒場・教養学部にとりわけ強かった構造主義から脱構造主義への潮流は︑本郷キャン
パス・文学部側の︑より権威主義的で保守的な美学および美術史教室の知的雰囲気と好対照をなしていた︒京大人文研助手の浅田彰による︑極度に明晰な﹃構造と力﹄が︑脱構造主義の素描を提供し︑英文畑では高山宏による 西洋視覚文化史に関する膨大なる読書指南目録が 学部学生や院生たちによっ 熱狂的に歓迎された︒　
ここ数十年にわたる日本の美術史教室の大学院入試試験問題を











瞥を与えると︑四半世紀以前のバブル経済最盛期︑日本で通用していた世界美術史の姿を把握することもできよう︒扱われた項目の採否がいかなる基準でなされたかの編集原理は明示されないまま︑この事典は︑五百名以上の執筆者の協力を得て︑想像上のＧＡＨを構築し る︒一万六千に ぼる︑およそ均質と 言い難い項目と人名とが︑西洋・東洋そして日本美術史から拾われて︑一冊の浩瀚な書籍に集約されており︑あたかもＧＡＨが完璧で閉じた体系であるかの如き幻想を購買者に与えることに 見事に成功していると ってよい︒　
さらに﹃芸術新潮﹄といった月刊誌をどのように位置づけるべ









































































































































栄光ある中華の伝統は︑書画を巡って西欧などより遥かに古い美術史学的な装置を完璧に装備しており︑そこに西洋の制度が遅まきに侵入したに過ぎない︒東アジアに ける書画を巡る品評や理論書の存在を無視し︑これを美術史学という学問分野から放逐するなど︑歴史的現実に対する︑恐 べき毀損行為と言わねばまい︑という論法である︒こうした中国専門家にとって かれらの学統はあくまで極東の文化伝統の連続と延長のうえ 築かれたものであり︑西洋仕込みの制度は︑そこに付加された追補 過ぎない︑と 認識が確固として顕揚されてい とは︑も や明らかだろう︒　
書画の社会的な地位が東西で共約不可能だったことが︑不毛な
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この潮流を作った︒その周辺部へと放擲された「モノ」は木下直之が﹃美術という見世物﹄平凡社︑一九九三年以来の著書で︑軽妙洒脱 説いている︒歴史学分野では 高木博志が一次史料発掘・現地踏査をふまえ﹃近代天皇制の文化史的研究 校倉出版︑一 九七年以来︑手堅い成果で考古学︑文化財保護を含む領域を発掘している︒知の制度の再発掘といえば鈴木廣之﹃好古家たちの一九世紀
︱︱
幕末明治における︽物︾のアル





l ’artisan à l ’artiste au seuil de la m
odernité japonaise, ” Sociologie de l’art, n °8 , 1995 , 
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東京国立文化財研究所が開催された︒報告書 平凡社︑一九九九年︒稲賀による本シンポジウムへの批判的論評は「 「今︑日本美術史学（ママ）をふりかえ 」を聞いて」 ﹃別冊あいだ
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挙げる︒ ﹃現代思想の１０９人﹄ 青土社 ﹃現代思想﹄ 別冊 一九七八年︒ ﹃ブ
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考察」 ﹃北宋絵画史の成立﹄中央公論美術出版︑ 平成二十八 一︱七二頁︒
